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平成３０年３月３１日 

地域密着型サービス運営推進会議報告書兼議事要旨 

厚生労働省令第３４号（平成１８年３月１４日）第１０８条の規定に基づ

き、平成３０年３月２６日に運営推進会議を開催したので、その記録を作成

し、これを公表します。 

千葉県長生郡白子町幸治３０７９番地３ 

設置主体）株式会社 相 生 

代 表 者 ）代表取締役 萩原 将之 

 

事業所及び事業主体の概要 

 

【事業所】ゆうなぎ九十九里 

（認知症対応型共同生活介護 通称：グループホーム） 

（介護保険事業所番号）１２７５９００２１３ 

（管理者）管理者兼ホーム長※ 小川 功一 

（所在地）〒２８３－０１０２千葉県山武郡九十九里町小関２３１６番地１ 

電話０４７５（７０）７３３３ ＦＡＸ０４７５（７０）７３３５ 

（開設年月日及び共同生活住戸と利用定員） 

平成１７年１０月 １日開設、利用定員９人（一番館） 

平成２３年 ４月 １日開設、利用定員９人（二番館） 

※ホーム長は当社職制 

 

【事業主体】 

〒２９９－４２１６ 千葉県長生郡白子町幸治３０７９番地３ 

（商 号）株式会社 相 生（かぶしきがいしゃそうせい） 

（代表者）代表取締役 萩原 将之 

電話０４７５（３６）５７１１ ＦＡＸ０４７５（３６）５７１２ 



 2 / 5 
 

運営推進会議の概要 

日  時：平成３０年３月２６日 １３時３０分から１４時４０分 

会  場：当ホーム一番館の畳ルームにて 

出席者：運営推進会議の構成 

 

当ホーム 

・ 代 表 取 締 役 萩原 将之（設置主体代表者） 

・ 計画作成担当者 内山 貴司（二番館担当、介護支援専門員） 
 

委 員 

・ 地 域 住 民 ２名（近隣の住民） 

・ ちどりの会（ボランティア団体） ３名 

・ 当町健康福祉課職員       １名 

・ 当町地域包括支援センター    １名 

・ 入居者家族           １名 

（議題） 

１．入居者情報 

２．ゆうなぎかわら版の内容について 

３．外部評価について 
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（議事要旨） 

 前回の運営推進会議（１月２９日）から今日までの施設や入居者の様子つい

て、説明を行う。また、『ゆうなぎかわら版２月号、３月号』の解説。１月３

１日の外部評価の件についても伝える。 

１．入居者情報 平成３０年３月２０日現在 

一番館：男性３名 女性６名 小計９名 

二番館：男性６名 女性３名 小計９名 

計１８名・うち九十九里町内の入居者は１２名 

         

内山）現在両館とも満床の状態。男女の合計人数・被保険者数（当町が最も多い）

などは、前回の会議から変動はしていない。要介護２と４の認定を受けている入

居者が、それぞれに５人ずつと多い状態である。先月にある入居者の介護保険更

新認定の調査に立ち会った。それまでは要介護１であったが、今回要介護３とな

った。その方は身体的に自立されており、食事・入浴・トイレなどをひとりで行

うことができる「どのような時に介護者の支援が必要となるのか」を調査員に詳

しく伝えた。例をあげると、毎日散歩に行くので、必ず同行が必要であることや

失禁が増えてきているために、１日に数回の確認が必要なことなどである。介護

度は重くなったが、特に身体機能が低下したというわけではない。また今月末に

２名の介護保険更新認定が行われる。その結果によっては、介護度別の人数が変

動する可能性がある。 

 

２．ゆうなぎかわら版の内容について 

今回は２月号と３月号について説明をする。 

内山）２月号では、年末年始の様子を掲載している。１枚目の写真は大晦日の

昼食の様子である。毎年大晦日には、当社萩原がそばを打ち、それを入居者・

職員で食している。２枚目の写真は元日の様子である。おせち料理とお雑煮を

提供した。１月に誕生日の方が２名いたため、誕生会を行った。 

萩原）（内山の説明の補足として）私の実家がそば屋であるため、そこで使用

しているものと同じ材料で、昨年はカレーそばを提供した。またそば打ちの写

真に一緒に写っている子どもは、入居者のひ孫である。 

内山）３月号では、１枚目２枚目とも節分の日の様子を掲載している。恵方巻

は食べやすく切り分けている。午後には、職員が鬼の役になり豆まきを実施し

た。冒頭の文章は、２月号では、感染症対策と外部評価について書いている。
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また３月号では、私が介護保険の認定調査に立ち会った際に考えたことについ

て書いている。 

委員）２月号で正月の様子が掲載されているが、入居者の方はおもちを食べた

のか。施設によっては、誤嚥（ごえん）が怖いので、おもちは食べさせないよ

うにしているところもあるとのことだが。 

内山）提供している。介助が必要な嚥下（えんげ：飲み込む動作）が思わしく

ない場合にあっては、しゃぶしゃぶ用の薄い餅を１口ずつカットしたものを食

べていただいた。また通常の餅についても、１口ずつカットして食べやすくし

ている。 

 

３．外部評価について（資料を読み上げながら説明） 

内山）１月３１日に当ホームで外部評価を実施した。まず施設側で、各評価項

目にの「実践状況」を記載する。当日にはそれらの資料を見ながら、実践状況

について評価機関から派遣された評価員と検討、協議した。昨年の「次のステ

ップに向けて期待したい内容」を受けて、本年度の火災避難訓練では、地域住

民の参加を募った。今後１年間のの期待したい事項としては、外出支援の一と

して弊社の長生郡白子町幸治に存する施設「ゆうなぎ白子」を利用した企画等

を期待したいとのことであった。現在、外出支援は、当ホームの課題の一であ

る。日誌・日々の食事のデータをパソコンへ入力して情報の一元化と共有化し

ていることについては、工夫している点として評価された。 

萩原）（補足として）昨年までは、管理者と職員、評価員とで外部評価を実施

しており、私自身は参加したことがなかった。これまでは主にそのコスト負担

に応ずる利点があるのかと、実施する意味はあるのかどうかと考えたこともあ

った。今回自ら同席して、外部評価に対する認識が変わった。最初に委員から

説明を受け、「外部評価は取り締まりを目的とするものではないこと。外部評

価が入居の検討をする家族等の決め手の一となるもの。質の向上を企図するも

の」という目的についてであった。また介護という切り口以外からの評価もあ

り、大変有意義な時間となった。外部評価は、家族を施設に入居させるという

ことを考えた場合に「そこがどのような施設であるのか」を客観的に示してい

るものである。また「我々はこの様に取り組んでいる」というものを外部に精

査、検討を得られることで、業務について考える良い機会になると考えてい

る。 

委員）社長、今、ぱっと言って、これは課題だと思っているものはあるか。萩

原）権利擁護だと思う。例を挙げると「今、外に出たい」と訴える者がいたと

する。「昨日出かけたから、職員が少ないから」と説明をしても、日付等を認

識できずに納得されない場合はどうするか。逆にしっかりと日付・時間を認識
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している者にはどうしていくか。本人の「外に出たい」という思い（欲求）を

権利として捉えて、どのように対応をしていくのかが、重要であるように思わ

れる。私たちは法律にその字句がないのに、自由な外出や移動についての願い

をなぜ制限するのか。 

委員）現代社会で、権利を１００％確保するのは困難。本人が納得をされるよ

うに８０％位まで叶えてあげられれば良いのだか。 

委員）今のように施設がなかった頃、認知症の父親が病院に入院した。本人は

「夜になると身体が鈍るから、歩いている」と言っていた。病院側はそれを徘

徊であると判断して、拘束をするという状態であった。このような時から考え

ると、病院や施設の考え方・体制も良くなってきているように思う。 

入居者家族）私の父は、以前介護老人保健施設（老健）に入居していた。そこ

からこちらへ転居したが、老健にいた時と違い生き生きとしている様子であっ

た。１月に脳梗塞となり入院をしていた。今日退院しても戻ってきたが、ベッ

ド上の父に交代で職員が頻繁に声をかけてくれていた。家族としては、良い施

設に入れて良かったと思っている。 

委員）今後は介護者の人員不足もあり、今までのような手厚い介護は、困難に

なることが予想されている。自分達の健康は自分たちで守る、お互いに支えあ

うという考えが大切である。現在『生活支援体制作り』を当町で進めている。

その会議の中で、「買い物の支援をどうするのか」がよく議題としてあがる。

案として例えば、施設の車を毎月の何日に使わせてもらえまいかと出ることも

ある。また先程、外出支援について述べられていたが、毎月１度ではあるが

「カフェときわ館」にて軽度の運動の実施やお茶会を行っている。当町の高齢

者も参加をされているので、ぜひ入居者の方も来てみて欲しい。 

 

最後に次回の運営推進会議の開催日を平成３０年５月の任意の日を設定し、議

事録を配布する際に伝えることとして会議を終了する。 

 

※次回運営推進会議は平成３０年５月１５日（火）１３時３０分からとしまし

た。みなさま、ご出席のほど、宜しくお願い申し上げます。 

 

 本件のお問合せ先 

 グループホーム ゆうなぎ九十九里 

   内山 貴司 

           電話 0475-70-7333 


